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「火
燃
城
合
戦
」

「篠
原
合
戦
」
ま
で
―
―

は

じ

め

に

延
慶
本
平
家
物
語
は
、
「横
田
河
原
合
戦
」
で
越
後

の
城
四
郎
長
茂

の
会
津
後
退
を
語
る
と
、
す
ぐ
、
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。

Ａ
　
北
陸
道
七
ヶ
国
ノ
兵
共
、
皆
木
曽
二
付
キ
テ
、
従
フ
輩
誰
々
ゾ
。
越
後
国
ニ
ハ
、
稲
津
新
介
、
斉
藤
太
、
平
泉
寺
長
吏
斉
明
威
儀
師
、
加
賀
国
ニ

ハ
、
林
、
富
樫
、
井
上
、
津
端
、
能
登
国
ニ
ハ
土
田
ノ
者
共
、
越
中
国
ニ
ハ
、
野
尻
、
河
上
、
石
黒
、
宮
崎
、
佐
美
太
郎
、
此
等
、
「牒
状
」
ヲ

遣
シ
テ
、
「木
曽
殿
コ
ソ
、
城
四
郎
追
ヒ
落
ト
シ
テ
、
越
後
府
二
付
キ
テ
、
責
メ
上
リ
テ
御
ス
ナ
レ
。
イ
ザ
ヤ
、
志
ア
ル
様
ニ
テ
、
召
サ
レ
ヌ
サ

キ
ニ
参
ラ
ム
」
卜
云
ヒ
ケ
レ
バ
、
「子
細
ナ
シ
」
ト
テ
、
打
連
レ
参
リ
ケ
レ
バ
、
木
曽
悦
ビ
テ
、
信
濃
馬

一
疋
ヅ
ツ
ゾ
タ
ビ
タ
リ
ケ
ル
。
サ
テ
コ

ソ
五
万
余
騎
ニ
ハ
成
リ
ニ
ケ
レ
。
「定
メ
テ
平
家
ノ
討
手
下
ラ
ム
ズ
ラ
ム
。
京
近
キ
越
前
国
火
打
城
ヲ
コ
シ
ラ
ヘ
テ
籠
モ
リ
候
へ
」
卜
下
知
シ
置

キ
テ
、
吾
身
ハ
信
濃
へ
帰
リ
テ
、
横
田
城
ニ
ゾ
居
住
シ
ニ
ケ
ル
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
三
本
廿
六

「城
四
郎
、
木
曽
卜
合
戦
ノ
事
」
の
末
尾
）

義
仲
北
陸
篇
七
章
の
考
察

か
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堅
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一
一

人
名
か
ら
判
断
し
て
、
最
初
の

「越
後
国
」
は

「越
前
国
」
の
誤
り
で
田
、
よ

っ
て
こ
こ
に
は
、
越
前

・
加
賀

・
能
登

・
越
中

・
越
後

の
五
ケ
国
制
覇
が

一
挙
に
叙
さ
れ
、
ま
た
、
最
終
段
階
に
い
た
る
ま
で
義
仲
軍
勢
の

一
種
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
な
る

「
五
万
余
騎
」
の
初
記

述
と
な
る
。
「横
田
河
原
合
戦
」
に
向
か
う

「白
鳥
河
原
」
で
の
出
陣
式
で
は
、
コ
一千
余
騎
」
で
あ

っ
た
。
よ
っ
て
記
述
は
、
二
年
後
の

「火
打
城
合
戦
」
を
前
提
と
す
る
内
容
な
ら
ま
だ
し
も
、
横
田
河
原
直
後

の
状
況
把
握
と
し
て
は
先
走
り
過
ぎ
で
あ
る
宅

以
降
の
義
仲

の
北
陸
進
撃
の
成
果
か
ら
見
て
の
叙
述
で
あ
ろ
う
。
文
中
の

「牒
状
」
を
遣
わ
し
た
主
体
も
記
さ
れ
ず
、
「信
濃
馬

一
疋
ヅ
ツ
」
の
下
賜

も
、
固
別
の
事
象
で
は
な
く
不
特
定
伝
承
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
文
末
に

「吾
身

ハ
信
濃

へ
帰
リ
テ
」
と
あ
る
か
ら
、
義
仲
は
仮
に

一
旦
は

越
前

「火
打
城
」
近
く
ま
で
進
出
し
た
と
し
て
、
そ
の
後
、
「横
田
城
」
に
舞

い
戻

っ
た
と
い
う
物
語
の
設
定
に
な
ろ
う
。

一
方
、
こ
こ
か
ら
の
物
語
時
間
の
進
行
は
、
直
後
に
七
月
十
四
日
の
養
和

（
一
一
八
一
年
）
へ
の
改
元
が
記
さ
れ
る
か
ら
、
「横
田
河
原

合
戦
」
ま
で
が
治
承
五
年
六
月
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
七
月
以
降
に
平
家
方
に
よ
る
城
四
郎
長
茂
へ
の
越
後
国
司
任
命
、
十
月
に
諸

社
の
兵
革
祈
願
、
伊
勢
大
神
宮

へ
の
鉄
甲
奉
納
、
十

一
月
に
は
、
二
年
続
き
の
大
嘗
会
延
引
が
記
さ
れ
、
十
二
月
の
皇
嘉
門
院
、
前
座
主

覚
快
法
親
王
の
相
次
ぐ
死
去
、
法
皇
の
法
住
寺
御
所
入
居
記
事
で
こ
の
年
が
終
わ
る
。

巻
が
改
ま
り
、
養
和
二
年

（
一
一
八
二
年
）
は
年
頭
記
事
か
ら
始
ま
る
。

一
月
、
先
帝
高
倉
の
忌
月
に
よ
る
踏
歌
節
会
の
中
止
と
そ
の
故
実
。

二
月
、
「大
伯
昴
星
を
犯
す
」
と
い
う
天
の
異
変
と
、
こ
れ
に
付
随
し
て
玄
宗

・
楊
貴
妃
の
物
語
と
役
行
者
説
話
の
編
入
。

四
月
、
日
吉
社
で
の

「如
法
経
転
読
」
、
法
皇
の
山
門
御
幸
と
、
法
皇
の
動
き
に
反
平
家
の
嫌
疑
を
抱
い
て
騒
動
を
起
こ
す
平
家
方
の

様
相
が
叙
さ
れ
、
同
月
九
国
菊
地
の
反
乱
、
諸
国
か
ら
の
運
輸
の
停
滞
と
京
都
の
食
料
飢
饉
等
々
。

五
月
、
臨
時
の
廿
三
社
奉
幣
、
続
い
て
寿
永

へ
の
改
元
。

九
月
、
宗
盛
の
大
納
言
還
任
と
華
一麗
な
慶
び
申
し
。



十

一
月
、
大
嘗
会
で
歳
末
を
迎
え
る
。

こ
の

一
年
間
の
記
事
は
、
勉
誠
出
版
本
版
の
活
字
本
で
わ
ず
か
に
八
頁
、
か
な
り
大
急
ぎ
の
、
ど
れ
も
著
述
記
事
で
編
集
さ
れ
て
い

る
。
こ
の

一
年
の
、
手
薄
な
記
事
構
成
は
、
こ
の
物
語
の
成
立
事
情
の
抱
え
る
問
題
点
の

一
つ
で
、
別
の
観
点
か
ら
俎
上
に
上
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

寿
永
二
年

（
一
一
△

二
年
）
は
平
家

一
門
に
は
都
で
の
最
後
の
新
年
記
事
、
そ
し
て
宗
盛
の
内
大
臣
従

一
位
拝
任
記
事

へ
と
続
き
、
こ

こ
で
再
び
物
語
は
義
仲
伝
承
に
戻
り
、
「頼
朝
義
仲
不
和
事
件
」
が
頼
朝
、
義
仲
の
両
面
か
ら
詳
述
さ
れ
る
。
語
り
本
は
こ
こ
か
ら
巻
七

「清
水
冠
者
」
と
な
る
。
先
の

「横
田
合
戦
」
の
段
階
か
ら
二
年
近
く
の
経
過
が
あ
る
。
義
仲
は
、
信
濃
の
奥
深
く
ま
で
進
軍
し
た
頼
朝

を
避
け
て
、
信
濃
と
越
後
の
境
、
関
山
に
陣
を
張

っ
た
と
記
す
。
文
中
に
頼
朝
の
言
辞
と
し
て
、

「木
曽
冠
者
、
信
濃

ｏ
上
野
両
国
ノ
勢
ニ
テ
、
北
陸
道
七
ケ
国
打
取
リ
テ
、
既
二
九
ヶ
国
ガ
主
ニ
ナ
リ
テ
候
。
頼
朝
ハ
六
ケ
国
コ
ソ
打
チ
シ
ナ
ヘ
テ

候
」

と
い
う
状
況
指
摘
が
あ
る
。
本
文
は
二
年
前
の
横
田
河
原
合
戦
直
後
の
状
況
把
握
と
同
態
で
あ
る
。
物
語
は
義
仲
の
北
陸
道
侵
略
の
様
相

を

一
度
も
具
体
的
に
語

っ
て
い
な
い
か
ら
物
語
の
上
で
の
確
認
は
難
し
い
が
、
こ
の
段
階
の
指
摘
と
し
て
な
ら

一
応
首
肯
し
う
る
。

史
的
状
況
と
し
て
、
『玉
葉
』
は
既
に
治
承
五
年
九
月
二
日
、
十
日
に
、
平
通
盛
が
北
陸
道
越
前

・
加
賀
国
の
賊
徒
征
伐
に
出
向
き
、

難
渋
し
て
退
却
と
い
う
様
相
を
記
し
て
い
る
。
兼
実
が
北
陸
道
の
反
乱
に
義
仲
の
名
前
を
記
す
の
は
、
寿
永
二
年
五
月
ま
で
待
た
ね
ば
な

ら
ず
、
治
承
五
年
の
段
階
で
通
盛
の
対
戦
し
た
越
前

・
加
賀
の
賊
徒
の
首
班
は
、
ア
ロ妻
鏡
』
養
和
元
年

（治
承
五
年
）
九
月
四
日
条
の
、

義
仲
北
陸
篇
七
章
の
考
察
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四

木
曽
冠
者
、
平
家
追
討

二
上
洛
セ
ン
ガ
為

二
、
北
陸
道
ヲ
廻
ル
。
シ
カ
ル
ニ
先
陣
根
井
太
郎

（行
親
）
、
越
前
国
水
津

二
至
リ
テ
通
盛
朝
臣
ノ
従
軍

ト
ス
デ
ニ
合
戦
ヲ
始
ム
ト
云
々
。

に
よ

つ
て
、
先
陣
と
し
て
根
井
行
親
を
差
し
向
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
延
慶
本
の
い
う
義
仲
は
信
濃
国
横
田
城
に
引
き
返
し
た
、
と

い
う
情
報
は
正
確
で
あ
る
。

物
語
は
こ
こ
か
ら
、
表
題
に
掲
げ
た
義
仲
北
陸
篇
七
章
に
は
い
る
。
「清
水
冠
者
」
事
件
に
続
く
、
延
慶
本
の
次
の
七
章
で
あ
る
。

第
三
末
　
八

「木
曽
追
討
ノ
為

二
軍
兵
北
国
二
向
フ
事
」
（北
国
下
向
）

九

「火
隧
城
合
戦
ノ
事
、
付
ケ
タ
リ
斉
明
ガ
還
中
ノ
事
」
（火
打
合
戦
）

十

「義
仲
白
山
へ
願
書
ヲ
進
ス
ル
事
、
付
ケ
タ
リ
兼
平
、
盛
俊
卜
合
戦
ノ
事
」
（白
山
願
書
）

十

一

「新
八
幡
宮
願
書
ノ
事
、
付
ケ
タ
リ
倶
利
迦
羅
谷
大
死
ノ
事
、
併

二
死
人
ノ
中
二
神
宝
現
ル
ル
事
」
（新
八
幡
宮
願
書

・

倶
利
加
羅
落
と
し
）

十
二

「志
雄
合
戦
ノ
事
」
Ｔ
心
雄
合
戦
）

十
三

「実
盛
打
チ
死
ニ
ス
ル
事
」
（実
盛
最
期
）

十
四

「雲
南
濾
水
ノ
事
、
付
ケ
タ
リ
折
腎
翁
ノ
事
」
↑
云
南
折
臀
翁
）

義
仲
北
国
篇
と
は
い
え
、
義
仲
伝
承
で

一
貫
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
随
所
に
都
方
の
記
事
が
著
述
部
と
し
て
編
入
さ
れ
て
い
る
。

義
仲
の
北
陸
進
撃
の
経
過
は
、
場
面
的
に
唐
突
な

「火
打
合
戦
」
に
義
仲
の
参
戦
は
な
く
、
斉
明
威
儀
師
の
寝
返
り
を
義
仲
北
陸
路
出
陣

の
引
き
金
と
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
い
か
に
先
陣
根
井
行
親
の
下
工
作
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
「牒
状
」
が
触
れ
回
さ
れ
た
だ
け
で
は
、
越
後

ｏ
越
中

・
能
登



・
加
賀

・
越
前
の
領
主
階
級
が

一
挙
に
義
仲
配
下
に
収
東
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
肝
心
の
義
仲
が
信
濃
に
居
座

っ
て
動
か
な
い
態
勢
で

は
、
成
り
立
ち
難
い
設
定
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
延
慶
本
は
右
記
の
八

「北
国
下
向
」
の
章
で
、
義
仲
配
下
の
北
陸
勢
を
再
度
列
挙
を
す
る
。

Ｂ
　
義
仲
此
事
ヲ
聞
キ
テ
、
我
身
ハ
信
濃
二
有
リ
ナ
ガ
ラ
、
平
泉
寺
長
吏
斉
明
威
儀
師
ヲ
大
将
ニ
テ
、
稲
津
新
介
、
斉
藤
太
、
林
、
富
樫
、
井
上
、
津

鮨
、
野
尻
、
川
上
、
石
黒
、
宮
崎
、
佐
美
ガ
一
党
、
落
合
五
郎
兼
行
等
ヲ
始
ト
シ
テ
、
五
千
余
騎
ニ
テ
、
越
前
国
火
魃
城
ヲ
ゾ
固
ケ
ル
。

（第
三
末
八

「木
曽
追
討
ノ
為
二
軍
兵
北
国
二
向
フ
事
」
の
末
尾
近
く
）

こ
こ
で
は
義
仲
に
つ
い
て
、
Ａ
の

ヨ
ロ身
ハ
信
濃

へ
帰
リ
テ
」
を
承
け
て

「我
身
ハ
信
濃

二
有
リ
ナ
ガ
ラ
」
と
記
し
、
名
前
で
加
わ
る

の
は
木
曽
か
ら
義
仲
に
従
う
乳
兄
弟
の
末
弟

「落
合
五
郎
兼
行
」
で
、
Ａ
の

「
五
万
余
騎
」
は

「
五
千
余
騎
」
と
十
分
の

一
に
な
る
。
軍

勢
は
前
記
よ
り
簡
略
、
特
に
稲
津
新
介
、
斉
藤
太
以
下
の
人
物
の
国
名
は
記
さ
な
い
。

以
上
に
概
観
す
る
よ
う
に
、
平
家
物
語
に
お
い
て
義
仲
に
加
勢
し
た
北
陸
勢
の
実
態
は
出
発
点
か
ら
不
明
確
で
あ

っ
た
。
手
掛
か
り
は

斉
明
威
儀
師
と
斉
藤
別
当
実
盛
、
地
域
名
か
ら
呼
び
起
こ
さ
れ
る
北
陸
豪
族
の
面
々
で
あ
る
。

北
陸
合
戦
の
状
況
分
析
に
つ
い
て
は
、
歴
史
学
の
側
に
、
註
②
で
触
れ
た
浅
香
年
木
氏
の

一
連
の
成
果
が
あ
り
ｏ
、
ま
た
登
場
人
物
の

一
人
、
斉
藤
別
当
実
盛
に
は
、
関
東
方
の
伝
承
採
取
に
よ
る
物
語
風
叙
述
に
よ
る
奈
良
原
春
作
氏
の

『斎
藤
別
当
実
盛
伝
―
源
平
の
相
剋

に
生
き
た
悲
運
の
武
者
』
が
あ
る
電

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
歴
史
学
や
伝
承
構
成
の
成
果
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
し
か
し
解
明
し
て
お
き
た

い
狙
い
は
、
平
家
物
語
延
慶
本
が
北
陸
合
戦
を
通
し
て
義
仲
の
活
躍
を
い
か
に
組
み
立
よ
う
と
し
て
い
る
か
、
こ
の
課
題
に
絞
ら
れ
る
。

物
語
に
表
記
さ
れ
て
い
る
限
り
の
地
域
名

。
人
名
等
を
手
か
が
り
に
義
仲
動
向
北
陸
篇
の
解
読
を
試
み
た
い
と
考
え
る
。

義
仲
北
陸
篇
七
章
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考
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陸
道
斉
藤

一
族
の
源
平
分
裂
参
戦

越
中
か
ら
越
前

へ
と
展
開
す
る
、
緒
戦
の
火
打
城
合
戦
向
か
ら
倶
利
加
羅
谷
、
志
雄
、
篠
原
ま
で
の
合
戦
は
、
源
平
両
氏
に
分
裂
し
て

戦
闘
に
参
加
し
た
北
陸
道
斉
藤

一
族
の
奮
戦
と
の
関
連
が
濃
厚
で
あ
る
電

そ
の
焦
点
に
位
置
す
る
の
は
導
入
部
の
斉
明
威
儀
師
の
寝
返

り
、
最
終
段
階
の
斉
藤
別
当
実
盛
最
期
の
物
語
で
あ
る
。
本
項
で
は
延
慶
本
平
家
物
語
の
採
取
し
た
斉
明
に
始
ま
り
実
盛
に
終
わ
る
、
斉

藤

一
族
の
動
向
を
中
心
に
、
そ
の
輪
郭
を
押
さ
え
る
。

延
慶
本
が
そ
の
名
を
最
初
に
記
す
の
は
、
先
に
引
用
し
た
Ａ
の

「越
後
国
ニ
ハ
、
稲
津
新
介
、
斉
藤
太
、
平
泉
寺
長
吏
斉
明
威
儀
師
」

（第
三
本
十
六

「城
四
郎
、
木
曽
卜
合
戦
ノ
事
し

と
、
第
三
末
八

「木
曽
追
討
ノ
為

二
軍
兵
北
国
二
向
フ
事
」
の
冒
頭
に
あ
る
、
北
国
下
向
の

平
家
の
列
記
に
続
く
、

Ｃ
　
其
外
畿
内

ハ
、
山
城
、
大
和
、
摂
津
、

者
共

コ
ソ
マ
イ
ラ
ザ
リ
ケ
レ
、
伊
賀
、

ケ
リ
。
東
山
道

ニ
ハ
、
近
江
、
美
乃
、

で
あ
る
。
Ｃ
で
は
平
家
方
諸
国
軍
勢
の
参
戦
が
国
名
中
心
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
と
Ｂ
は

「平
泉
寺
長
吏
斉
明
威
儀
師
」
を
、
Ｃ
で
は

平
家
方
と
し
て

「武
蔵
国
ノ
住
人
、
長
井
斉
藤
別
当
実
盛
」
の
実
名
を
掲
げ
て
い
る
。
「火
打
合
戦
」
の
斉
明
の
寝
返
り
物
語
、
「篠
原
合

戦
」
の
実
盛
最
期
は
、
編
者
の
構
想
で
は
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
の
場
面
か
ら
開
始
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
（実
際
は

「火
打
合
戦
」
「篠
原
合
戦
」

の
主
要
人
物
な
る
が
ゆ
え
に
、
編
者
は
こ
の
二
人
に
限
っ
て
、
実
名
を
こ
こ
に
先
行
投
入
し
て
お
い
た
の
で
あ
ろ
う
）。

そ
こ
で
彼
ら
を

『尊
卑
分
脈
』
藤
原
氏
鎮
守
府
将
軍
利
仁
の
裔
、
越
前
国
押
領
使
則
光
系
譜
か
ら
、
そ
の
孫

・
河
合
斉
藤
豊
前
権
守
助

河
内
、
和
泉
、
紀
伊
国
ノ
兵
共
、
去
年
ノ
冬
頃
ヨ
リ
催
集
メ
ラ
レ
ケ
リ
。
東
海
道

ニ
ハ
、
遠
江
ヨ
リ
東
ノ

伊
勢
、
尾
張
、
参
川
ノ
者
共
、
少
々
参
リ
ケ
レ
。
武
蔵
国
ノ
住
人
、
長
井
斉
藤
別
当
実
盛
ナ
ム
ド
モ
候
ヒ

飛
騨
三
ケ
国
ノ
兵
共
少
々
参
リ
ケ
リ
。
北
陸
道

ニ
ハ
、
若
狭
已
北
ノ
者
共
惣
テ

一
人
モ
参
ゼ
ズ
。



宗
を
起
点
に
、　
一
族
内
で
の
関
係
を
た
ど
る
こ
と
に
す
る
。
「実
盛
」
は
、
系
図
上
で
は
、
助
宗
の
長
男
左
馬
允
実
遠
の
次
男
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
傍
書
に
は
実
際
は
系
図
上
の
兄
に
当
た
る
、
武
蔵
国
住
人
長
井
居
住
の
斉
藤
実
直

（斉
藤
太
）
の
子
と

い
う
傍
書
が
あ
る
。

つ
ま
り
祖
父
の
猶
子
と
な
っ
て
実
父
の
義
弟
扱
い
と
す
る
。
実
遠
の
代
か
ら
武
蔵
国
長
井
の
居
住
で
あ

っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
平
家
方
に
寝
返
る

「斉
明
威
儀
師
」
は
、
同
じ
豊
前
権
守
助
宗
の
次
男
、
左
兵
衛
左
衛
門
尉
成
実
の
子
で
あ
る
滝
口
武
者

所
実
信
の
、
系
図
上
で
六
男
で
あ
る
。
「実
盛
」
と

「斉
明
」
は
、
前
者
は
武
蔵
国
居
住
、
後
者
は
越
前
国
在
住
な
が
ら
、
越
前
の
河
合

斉
藤

一
族
と
し
て
は
、
ふ
た
い
と
こ
の
関
係
に
あ
る
。
義
仲
方
の

「稲
津
新
介
」
は
同
じ
く
助
宗
の
三
男
景
実
子
の
稲
津
新
介
実
澄
で
、

実
盛
と
は
系
図
上
は
従
兄
弟
の
関
係
に
あ
る
。
三
者
の
関
係
を
簡
略
化
し
て
示
す
と
次
の
通
り
。

覆
〓
蓄
蒔
勇
牌
堤
葬
舞
“

成
行
範
重

成
助

広
命
実
信

成
家

（火
打
城
に
て
討
た
る
）

（義
仲
に
討
た
る
）

助
延

（篠
原
合
戦
に
討
た
る
）

実
重
―
―
実
近

（父
子
共
に
義
仲
に
誅
せ
ら
る
）

斎
命

（白
山
平
泉
寺
長
吏
威
儀
師
）

景
実
―
―
実
澄

（号
稲
津
新
介
）

義
仲
北
陸
篇
七
章
の
考
察

七
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仲
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八

傍
書
を
括
弧
内
に
補

っ
た
よ
う
に
、
こ
の
三
兄
弟
の

「実
遠
」
と

「成
実
」
の
子
息
た
ち
で
、
平
家
方
に
与
し
て
、
「火
打
城
」
「篠
原

合
戦
」
等
で

「義
仲
に
討
た
れ
た
」
と
傍
書
の
あ
る
者
は
、
「実
盛
」
「成
家
」
「成
助
」
「助
延
」
「実
重
」
「実
近
」
の
六
人
を
数
え
、

「篠
原
合
戦
」
で
捕
虜
と
な
る

「斉
明
」
を
合
わ
せ
て
七
人
の
犠
牲
者
が
出
る
。
延
慶
本
は
彼
ら
の
敗
死
に
至
る
伝
承
を
入
手
す
る
に
は

至

っ
て
い
な
い
。
都
の
物
語
作
者
た
ち
に
採
取
さ
れ
る
だ
け
の
合
戦
伝
承
に
成
長
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
延
慶
本
に
照

ら
す
と
、
「斉
明
」
の
行
動
に
つ
い
て
は
、

源
氏
ノ
大
将
、
斉
明
威
儀
師
、
平
家
ノ
勢
十
万
騎
二
及
ブ
ヨ
シ
ヲ
聞
キ
テ
、
叶
フ
マ
ジ
ト
ヤ
思
ヒ
ケ
ム
、
忽

二
変
心
ア
リ
テ
、
我
城
ヲ
責
メ
ヶ
ル
。

と
あ

っ
て
、
斉
明
が
平
家
方

へ
射
掛
け
た

「暮
目
」
に
付
し
た
密
通
文
に
、

「斉
明
ガ

一
党

ハ
五
十
余
人
候

ヘ
バ
、
城
ノ
後

へ
一
手

ニ
テ
落
チ
候
フ
ベ
シ
。
敵
カ
ト
テ
、
ク
ラ
マ
ギ
レ
ニ
ア
ヤ
マ
チ
給
フ
ナ
。
ヤ
ガ
テ
御
方

へ
参

り
加
り
候
フ
ベ
シ
」

と
記
さ
れ
て
あ

つ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
い
う

「斉
明
ガ

一
党

ハ
五
十
余
人
」
こ
そ
は
、
右
記
系
図
に
み
る

「成
実
」
の
子
息
、
孫
た
ち
に

違

い
な
く
、
白
山
平
泉
寺
の
長
吏
威
儀
師
は
、
そ
の
威
勢
の
故
に
こ
の
係
累
を
来
配
し
え
た
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
。
「北
陸
道
ノ
案
内

者
、
斉
明
仕
ラ
ム
」
と
い
う
斉
明
の
背
後
を
支
え
た
こ
れ
が

一
族
の
実
態
で
あ
る
。
結
果
的
に
火
打
城
で
従
兄
弟

「成
家
」
を
失
い
、
続

く
合
戦
で
伯
父

「成
助
」
、
兄
弟

「助
延
」
「実
重
」
、
甥

「実
近
」
を
次
々
に
戦
の
犠
牲
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
本
人
も
ま
た

「篠
原
合

戦
」
で
捕
囚
と
な
り
、
都
に
引
か
れ
て
六
条
河
原
で
打
ち
首
と
な
る

（第
四
。
十
九

「水
嶋
津
合
戦
事
」
の
末
尾
）。

一
方
、
義
仲
方
に
属
し
た
三
男

「景
実
」
の
子
息
た
ち
、
「号

ｏ
稲
津
新
介
実
澄
」
の

一
族
に
は
戦
死
の
傍
書
の
あ
る
者
は
い
な
い
。



た
だ
し

「稲
津
新
介
」
は
先
に
引
い
た
Ａ
、
Ｂ
二
つ
の
本
文
に

「稲
津
新
介
」
と
の
み
紹
介
さ
れ
、
「実
澄
」
の
実
名
は
な
く
、
物
語
は

そ
の
後
の
こ
の
人
物
に
触
れ
る
こ
と
は
な
い
。
『尊
卑
分
脈
』
は

「越
前
介
」
、
出
家
し
て

「如
経
」
と
記
す
。
「稲
津
」
は
越
前
国
足
羽

川
流
域
を
拠
点
と
す
る

「稲
津
保
」
と
し
て
、
コ
ロ妻
鏡
』
に
そ
の
保
名
の
見
え
る
地
域
で
、
今
日
は
福
井
市
内
に
位
置
す
る
。
子
の

一

人

「範
宗
」
は
都
で
蔵
人
所
雑
色
か
ら
後
白
河
院
亮
子
内
親
王
に
取
り
立
て
ら
れ
、
殷
富
門
院
蔵
人

・
石
見
守
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
後
に

後
鳥
羽
院
方
か
ら
承
久

の
乱
に
参
戦
し
て
斬
首
の
憂
き
目
に
遭
う
。
兄
弟
の

「範
忠
」
「範
能
」
と
も
に
都
で
の
活
躍
場
所
を
え
て
い

る
。
同
じ
く
義
仲
方
か
ら
参
戦
し
て
備
中
国
住
人
妹
尾
太
郎
兼
康
を
生
け
捕
り
、
後
に
逆
に
山
陽
路
の
征
戦
で
兼
康
に
殺
さ
れ
る
倉
光
六

郎
成
澄
も
加
賀
斉
藤
の
流
れ
に
属
す
る
林
の
系
譜
に
繋
が
り
、
所
領
横
江
庄
を
自
山
権
現
の
神
領
に
寄
進
す
る
林
六
郎
光
明
と
は
従
兄
弟

に
当
た
る
。
越
前
斉
藤
は
こ
う
し
て
義
仲
方
、
平
家
方
に
分
派
し
て
北
陸
路
の
合
戦
に
命
運
を
分
け
た
。

本
文
中
に

「斉
藤
太
」
と
あ
る
人
物
に
つ
い
て
は
、
『尊
卑
分
脈
』
に
は

「実
直
」
に
そ
の
傍
書
が
あ
る
が
、
既
に
高
齢
の
実
盛
の
実

父
が
、
こ
の
合
戦
に
臨
ん
で
い
た
と
は
考
え
難
い
の
で
、
該
当
者
不
明
と
す
る
ほ
か
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
北
陸
合
戦
記
事
の
不
正
確
さ
の

例
証
と
な
る
。

最
初
に
訂
正
し
た
よ
う
に
、
斉
藤
党
諸
流
祖
則
光
以
降
、
彼
ら
は

「越
前
国
押
領
使
」
を
も

っ
て
任
じ
、
鎌
倉
、
室
町
、
江
戸
期
を
通

し
て
越
前
国
足
羽
郡
を
本
拠
と
す
る

一
党
で
、
稲
津
町
は
現
代
は
福
井
市
に
属
す
る
。
Ａ
の
本
文
は
当
然

「越
前
国
ニ
ハ
、
稲
津
新
介
、

斉
藤
太
、
平
泉
寺
長
吏
斉
明
威
儀
師
、
加
賀
国

ニ
ハ
」
と
続
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
、
延
慶
本
は
、
義
仲
従
輩
を

「越
前
、
加

賀
、
能
登
、
越
中
」
と
都
か
ら
北
陸
道
を
下
る
道
筋
に
従
い
記
し
、
横
田
河
原
合
戦
の
成
果
と
し
て

「越
後
国
」
は
横
領
済
み
で
、
義
仲

の
北
陸
道
七
ケ
国
制
覇
で
言
及
さ
れ
な
い
の
は
、
「若
狭
」
「佐
渡
」
の
二
国
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
延
慶
本

・
長
門
本
が
共
に

「越
前

国
」
を

「越
後
国
」
の
誤
記
を
継
承
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
伝
本
に
お
け
る
北
陸
認
識
の
問
題
点
と
い
え
る
。

義
仲
北
陸
篇
七
章
の
考
察

九



義
仲
北
陸
篇
七
章
の
考
察

一
〇

一
一　

実
盛

、
北
陸

出
陣

の
経
緯
―

「
錦

の
直
垂
」

平
家
物
語
と

『吾
妻
鏡
』
で
は
、
習
田士
川
合
戦
」
前
後
の
記
載
に
、
実
盛
に
関
し
て
離
齢
の
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
平
家
物
語
と
源
平
盛
衰
記
に
お
い
て
も
、
実
盛
と
義
仲
と
の
関
係
設
定
に
濃
淡
が
あ
る
。
異
な
る
書
物
に
名
を
留
め
る
同

一
人
物

を
、　
一
つ
に
引

っ
く
る
め
て
史
実
や
実
態
を
抽
出
し
得
る
ほ
ど
に
、
各
テ
キ
ス
ト
の
記
載
事
実
は
十
全
な
資
料
批
判
に
耐
え
る
も
の
と
は

評
価
し
が
た
い
。
む
し
ろ

一
つ

一
つ
の
テ
キ
ス
ト
が
、
い
か
な
る
実
盛
伝
承
を
採
取
し
て
い
る
か
、
そ
の
結
果
そ
れ
ぞ
れ
が
い
か
な
る
実

盛
造
型
を
意
図
し
た
か
を
、
そ
の
立
場
に
立

っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
肝
要
に
思
わ
れ
る
。
初
め
に
延
慶
本
を
取
り
上
げ
る
。
篠
原
合
戦
の

締
め
く
く
り
に
実
盛
が

「錦
ノ
直
垂
」
を
着
用
し
た
謂
れ
が
語
ら
れ
て
あ
る
。

錦
ノ
直
垂
ヲ
着
タ
リ
ケ
ル
事
は
、
実
盛
京
ヲ
打
立
チ
ケ
ル
日
、
内
大
臣
二
申
シ
ケ
ル
ハ
、
「実
盛
東
国
ノ
打
手
二
罷
下
リ
テ
候
ヒ
シ
ニ
、　
一
矢
モ
射

ズ
シ
テ
、
蒲
原
ヨ
リ
マ
カ
リ
上
リ
テ
候
ヒ
シ
ガ
、
実
盛
ガ
老
ノ
恥
、
此
事
二
候
卜
存
ジ
候
ヘ
バ
、
今
度
北
陸
道
二
罷
下
リ
テ
候
ワ
ム
ニ
ハ
、
善
悪
生

キ
テ
返
り
候
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。
年
ハ
マ
カ
リ
ヨ
リ
テ
候
ヘ
ド
モ
、
マ
ッ
先
カ
ケ
テ
打
死
二
仕
り
候
フ
ベ
シ
。
其
レ
ニ
取
リ
テ
、
実
盛
元
ハ
越
前
国
ノ
住

人
ニ
テ
候
ヒ
シ
ガ
、
近
年
、
所
領
二
付
キ
テ
、
武
蔵
国
二
居
住
仕
ル
。
事
ノ
讐
へ
候
ヘ
バ
、
故
郷
ヘ
ハ
錦
ノ
袴
ヲ
着
ヨ
ト
申
ス
事
ノ
候
ヘ
バ
、
今
度

最
後
ノ
所
望
ニ
ハ
、
錦
ノ
直
垂
ヲ
御
免
蒙
り
候
フ
ベ
シ
」
卜
申
シ
ケ
レ
バ
、
内
府

「左
右
二
及
バ
ズ
」
ト
テ
免
ゼ
ラ
レ
ケ
ル
間
ダ
、
直
垂
ヲ
キ
タ
リ

ケ
リ
。
是
ヲ
聞
キ
テ
、
大
名
小
名
皆
鎧
ノ
袖
ヲ
ゾ
ヌ
ラ
シ
ケ
ル
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
三
末
十
三

「実
盛
打
死
ス
ル
事
し

こ
の
部
分
は
、
場
面
的

に
や
や
不
可
解
な
設
定

に
な

っ
て
い
る
。
直
前
に
は
先
ず
、
実
盛
首
の
洗
髪
場
面
が
あ
り
、
「
サ
テ
コ
ソ

一
定

長
井
斉
藤
別
当
実
盛
ガ
首
ト
モ
知
リ

ニ
ケ
レ
」
と
結
ぶ
。
こ
こ
ま
で
は
伝
承
物
語
で
、　
一
場
は
、
義
仲
と
実
盛
首
を
持
ち
込
ん
だ
手
塚
太

郎
光
盛
と
首
実
検

の
証
人
に
呼
び
立
て
ら
れ
た
樋

口
次
郎
兼
光
、
加
え

て
成
り
行
き
を
固
唾
を
飲
ん
で
見
守
る
義
仲
郎
従
が
周
囲
を
取
り



囲
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。
本
文
は
こ
の
後
に
、
対
句
仕
立
て
の
著
述
部

翁
彼
ノ
商
山
ノ
四
皓
２

云
々
）
が
入
り
、
続
け
て
引
用
場
面
、

即
ち
都
出
立
に
際
す
る
実
盛
と
内
大
臣
宗
盛
の
会
話
の
語
り
と
な
る
。
都
で
の
両
者
の
会
話
の
こ
の
場
で
の
復
元
は
、
首
洗
い
の
場
を
取

り
囲
む
人
々
の
回
想
で
も
語
り
で
も
な
い
。
物
語
を
組
み
立
て
て
い
る
作
者
の
叙
述
で
あ
る
。
し
か
し
、
末
尾
の

一
文

「是
ヲ
聞
キ
テ
、

大
名
小
名
皆
鎧
ノ
袖
ヲ
ゾ
ヌ
ラ
シ
ケ
ル
」
は
首
実
検
の
場
面
に
続
く
叙
述
で
あ
る
。
「大
名
小
名
」
の
用
語
は
、
延
慶
本
に
か
な
り
用
例

が
あ
る
が
平
家
方
に
使
用
す
る
例
は
な
く
、
す
べ
て
源
氏
方
の
場
面
の
み
で
あ
る
。
よ

っ
て
実
盛
の
申
し
出
を
受
け
止
め
て
こ
れ
を
許
可

す
る
宗
盛
の
回
想
の
中
の
人
々
で
は
な
く
、
「首
洗
い
」
を
取
り
囲
む
義
仲
郎
等
た
ち
で
あ
る
。
「場
面
的
に
や
や
不
可
解
な
設
定
」
と
指

摘
し
た
の
は
こ
の
故
で
あ
る
。
言
え
る
こ
と
は
、
無
理
を
承
知
で
作
者
が
こ
の
場
面
に
こ
の
回
想
諄
を
持
ち
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
作
者
が
こ
れ
ま
で
に
延
慶
本
の
中
に
語

っ
て
来
た
実
盛
の
物
語
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
ら
と
照
応
関
係
に
あ

る
と
解
釈
さ
れ
る
。
実
盛
の
述
懐
の
ポ
イ
ン
ト
は
四
つ
あ
る
。

東
国
出
陣

（治
承
四
年
十
月
の
い
わ
ゆ
る
富
士
川
合
戦
）

蒲
原
引
き
上
げ

翁
老
の
恥
し

今
次
の
北
陸
参
戦

（討
死
に
の
覚
悟
）

越
前
出
身

（「故
郷
へ
錦
し

先
ず
最
初
の

「東
国
出
陣
」
は
、
第
二
末
廿
七

「平
家
ノ
人
々
駿
河
国
カ
ラ
逃
上
ル
事
」
に
詳
述
が
あ
る
。
大
将
軍
惟
盛

・
忠
度
か
ら

東
国
の

「弓
勢
」
に
つ
い
て
下
間
を
受
け
て
応
答
す
る
、
前
半
の

「親
モ
死
ネ
、
主
モ
死
ネ
、
子
モ
死
ネ
、
従
者
モ
死
ネ
」
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
坂
東
武
者
の
豪
胆
を
語

っ
て
、
そ
う
で
な
く
て
も
軟
弱
な
平
家
惟
盛
陣
営
を
散
々
に
脅
か
す
。
揚
げ
句
の
果
て
に
実
盛
は
、
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買
前
略
）
カ
ク
申
シ
候
ヘ
バ
ト
テ
、
実
盛
落
チ
テ
、
軍
ヲ
セ
ジ
ト
存
ズ
ル
ニ
テ
ハ
候
ワ
ズ
。
恐
レ
ナ
ガ
ラ
、
実
盛
バ
カ
リ
ゾ
軍
ハ
仕
り
候
ワ
ム
ズ

ル
。
サ
レ
ド
モ
右
大
臣
殿
ノ
御
恩
重
キ
身
ニ
テ
候
ヘ
バ
、
キ
ト
暇
ヲ
給
ハ
リ
テ
、
今

一
度
見
参
二
入
リ
テ
、
急
ギ
　
帰
り
参
リ
テ
討
死
二
仕
リ
ヌ
ベ

シ
」
ト
テ
、
千
騎
ノ
勢
ヲ
引
キ
分
ケ
テ
、
京
工
帰
り
上
リ
ニ
ケ
リ
。

と

い
う
、
「蒲
原
引
き
上
げ
」
に
該
当
す
る
意
想
外

の
言
動
に
出
る
。
延
慶
本
は
こ
れ
よ
り
先
、
同
じ
巻

で
、
平
家
の
東
国
攻
め

へ
の
布

陣
と
し
て
、
頼
朝

の
次

の
よ
う
な
指
令
を
記
し
て
い
る
。

又
、
兵
衛
佐
宣
ヒ
ケ
ル
ハ
、
「平
家
ノ
嫡
孫
小
松
少
将
惟
盛
を
大
将
軍
ト
シ
テ
、
五
万
余
騎
ニ
テ
、
上
総
守
忠
清
ヲ
先
陣
ニ
テ
、
斉
藤
別
当
実
盛
ヲ

東
国
ノ
案
内
者
ト
シ
テ
、
下
ル
ベ
キ
由
風
聞
ス
。
同
ジ
ク
ハ
甲
斐
、
信
濃
両
国
、
敵
ノ
方
ニ
ナ
ラ
ヌ
先
二
、
此
ノ
河

（隅
田
川
）
ヲ
渡
り
、
足
柄
山

ヲ
後
ニ
ア
テ
、
富
士
川
ヲ
前
ニ
ア
テ
テ
、
陣
ヲ
取
ラ
ム
ト
思
フ
ナ
リ
」
ト
ア
リ
ケ
レ
バ
、
「此
ノ
義
尤
然
ル
ベ
シ
」
ト
ゾ
、
各
同
ジ
ク
申
シ
ケ
ル
。

（第
二
末
十
九

「上
総
介
弘
経
、
佐
殿
ノ
許
へ
参
ル
事
し

「東
国
ノ
案
内
者
」
と

い
う
設
定

に
鎌
倉
方

の
描
き
方
と
平
家
方

の
描
き
方
に
全
く
離
齢
は
な

い
。
ま
た
平
家
方
の
出
陣
で
も
、
惟
盛

・
忠
度
に
三
河
守
知
度
を
加
え
た
大
将
軍
三
人
に
、
「侍

ニ
ハ
、
上
総
守
忠
清
以
下
、
伊
藤
、
斉
藤
、
官

ア
ル
モ
官
ナ
キ
モ
数
百
人
、
其

ノ
勢
三
万
余
騎

ヲ
向
ケ
ラ
ル
」
と
記
さ
れ
た
、
「斉
藤
」
は
実
盛
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
だ
け
の
大
任
を
負

っ
て
東
国
出
陣

に
向
か

い
つ
つ
、

敵
陣
を
前
に
千
騎
を
引
き
連
れ
戦
陣
を
離
脱
す
る
と

い
う
行
動
は
不
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
延
慶
本

の
四
つ
の
記
事

（篠
原

ニ
ロ田士
川

・
鎌

倉
方

・
平
家
方
）
の
設
定
は
見
事

に
照
応
し
て
い
る
。
不
自
然
な
実
盛

の
行
動
叙
述
に
は
三

つ
の
破
綻
が
あ
る
。　
一
つ
は

「大
名
小
名
」

の
場
面
設
定

の
不
合
理
で
、
そ
の
二
は
実
盛
退
却
言
上
の
出
だ
し
の
言
葉
、
「
カ
ク
申
シ
候

ヘ
バ
ト
テ
、
実
盛
落
チ
テ
、
軍

ヲ
セ
ジ
ト
存

ズ

ル
ニ
テ
ハ
候

ワ
ズ
。
恐
レ
ナ
ガ
ラ
、
実
盛
バ
カ
リ
ゾ
軍

ハ
仕
り
候
ワ
ム
ズ

ル
」

の
歯
切
れ
の
悪
さ
と
、
ど
の
よ
う
に
振
る
舞
お
う
と
す



る
の
か
、
そ
の
意
味
が
不
明
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
前
半
に
説
い
て
き
た
東
国
武
者
の
心
意
気
は
陰
を
潜
め
て
い
る
。
そ
の
三
は
、

「サ
レ
ド
モ
右
大
臣
殿
ノ
御
恩
重
キ
身

ニ
テ
候
ヘ
バ
、
キ
ト
暇
ヲ
給

ハ
リ
テ
、
今

一
度
見
参

二
入
リ
テ
、
急
ギ
帰
り
参
リ
テ
討
死
二
仕
リ

ヌ
ベ
シ
」
と
い
う

「右
大
臣
」
宗
盛
の
設
定
で
あ
る
。
「右
大
臣
殿
ノ
御
恩
重
キ
身
」
の
史
的
実
態
解
明
は
で
き
な
い
が
、
習
田士
川
」
の

時
点
は
清
盛
実
権
下
で
、
し
か
も
実
盛

一
族
が
関
東
に
拠
点
を
形
成
し
た
の
も
、
清
盛
時
代
で
あ

っ
て
宗
盛
の
政
権
下
で
は
な
い
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
な
ぜ
こ
こ
で
実
盛
は
か
く
ま
で
宗
盛
の

「御
恩
重
キ
身
」
を
強
調
す
る
の
か
。
北
陸
出
陣
は
清
盛
没
後
で
あ
る
。
宗
盛
の
許

諾
を
得
て

「錦
」
着
用
に
及
ぶ
。
こ
の

「錦
」
の
最
期
組
み
立
て
に
合
わ
せ
た
、
「右
大
臣
の
恩
顧
」
発
言
と
、
真
意
不
明
の

「蒲
原
引

き
上
げ
」
敢
行
と
い
う
、
か
な
り
強
引
な

「雪
辱
」
の
設
定
で
は
あ
る
ま
い
か
。

次
に

『吾
妻
鏡
』
治
承
四
年
十
二
月
廿
二
日
の
記
事
を
取
り
上
げ
る
。
京
都
よ
り
鎌
倉
に
参
上
し
た
里
見
太
郎
義
成
が
駿
河
国
千
本
松

原
で
、
上
洛
の
長
井
斉
藤
別
当
実
盛
及
び
瀬
下
四
郎
広
親
と
行
き
会
い
、
両
人
が
次
の
よ
う
に
語

っ
た
と
い
う
。

「東
国
ノ
勇
士
皆
武
衛
二
従
ヒ
奉
り
了
ヌ
。
ョ
リ
テ
武
衛
ハ
数
万
騎
ヲ
相
引
キ
、
鎌
倉
二
至
ラ
シ
メ
給
フ
。
シ
カ
ル
ニ
我
等
二
人
、
先
日
平
家
ノ
約

諾
ヲ
蒙
ル
事
ア
ル
ニ
拠
り
上
洛
ス
ル
ノ
由
」
コ
レ
ヲ
語
り
申
ス
。

こ
の
記
録
に
基
づ
く
と
、
実
盛
の
上
洛
の
時
点
は
富
士
川
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
実
盛
に
負

い
目
が
あ

っ
た
と
す
れ

ば
、
恩
顧
の
あ
る
平
家
の
、
東
国
進
攻
に
馳
せ
参
じ
得
な
か

っ
た
と
い
う

「不
如
意
」
と
、
「平
家
ノ
約
諾
」
と

い
う
文
言
に
平
家
の
知

遇
の
厚
さ
が
語
ら
れ
て
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

両
者
を
突
き
合
わ
せ
る
と
、
延
慶
本
の
１

「東
国
出
陣
」
２

「蒲
原
引
き
上
げ
」
は
、
４

「故
郷
に
錦
」
設
定
の
前
提
と
な
る
作
者
の

「仕
組
み
」
で
、
北
陸
合
戦
に
お
け
る
実
盛
最
期
の

一
つ
の
主
題

「故
郷
に
錦
」
を
持
ち
込
む
た
め
の
作
為
と
解
さ
れ
る
。
し
か
も
そ
の

「故
郷
」
は
単
に
先
祖
の
地
で
は
な
く
、
彼
が
直
接
向
き
合
う
同
族
と
い
う
対
戦
相
手
を
前
提
と
す
る
こ
と
は
先
に
考
証
し
た
通
り
で
あ
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仲
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以
上
が
、
延
慶
本
が
持
ち
込
ん
だ
実
盛

「故
郷
に
錦
」
参
戦
ま
で
の
経
緯
と
こ
の
主
題
の
展
開
の
た
め
に
弄
し
た
作
為
で
あ
る
。

な
お
延
慶
本
で

「錦
の
直
垂
」
を
着
用
し
て
描
か
れ
る
の
は
、
平
家
で
は
父
子
対
決
の
清
盛
と
重
盛
、
東
国
出
陣
の
惟
盛
、
北
陸
出
陣

の
平
家
公
達
六
人
で
、
本
文
で
実
盛
の
言
葉
伝
承
に
採
ら
れ
る

「故
郷

ヘ
ハ
錦
ノ
袴
ヲ
着
ヨ
、
卜
申
ス
事
ノ
候

ヘ
バ
」
の

「錦
ノ
袴
」
を

そ
の
ま
ま
に
演
出
す
る
の
は
、
延
慶
本
巻
末
に

『
六
代
勝
事
記
』
を
出
典
と
す
る

「征
夷
将
軍
右
大
将
頼
朝
」
の
入
洛
の
場
面

一
つ
で
あ

る
。
漢
籍
で
管
見
に
触
れ
る
も
の
は
、
『通
俗
編
』
（「祝
誦
し

に
み
る
よ
う
に

「錦
ノ
衣
」
と
な

っ
て
お
り
、
和
書
で
も

『唐
物
語
』
（第

十
九
話
）
の

「朱
買
臣
」
な
ど
は
単
に

「錦
を
着
て
故
郷
に
帰
る
」
と
あ
り
、
実
盛
言
葉
伝
承
の

「錦
ノ
袴
」
と
符
合
す
る
の
は
、
調
査

は
不
十
分
な
が
ら
、
頼
朝
入
洛
の
光
景
を
叙
述
す
る

『六
代
勝
事
記
』
と
そ
の
引
用
、
実
盛
の
三
つ
で
あ
る
。
実
盛
の
言
葉
伝
承
も
、
延

慶
本
の
段
階
で
表
現
が
改
作
さ
れ
た
場
合
も
考
慮
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
実
盛

「故
郷
に
錦
」
は
、
実
盛
最
期
に
は
第
二
の
主
題
で
、
本
来
の
主
題
は
、
義
仲
を
引
き
ず
り
込
む

「染
髪
と

洗
髪
」
の
物
語
、
実
盛
の
心
情
吐
露
に
従
え
ば

「老
苦
」
に
集
約
さ
れ
る
。

〓
一

「
老
苦
と

の
戦

い
」

実
盛
物
語
の
本
来
の
主
題
は

「老
苦
」
、
厳
密
に
は
実
盛
の

「老
苦
と
の
戦
い
」
で
あ
る
。
延
慶
本
の
作
者
は
、
物
語
構
成
の
手
法
と

し
て
、
し
ば
し
ば
採
取
し
た
伝
承
認
に
独
自
の
著
述
部
を
挿
入
し
て
そ
の
主
題
の
在
り
か
を
開
示
す
る
。
実
盛
染
髪
に
至
る
心
情
は
、

「古
同
僚
」
樋
口
次
郎
兼
光
相
手
に
つ
ぶ
さ
に
語
ら
れ
て
あ
る
。

始
め
に
義
仲
の
乳
兄
弟
の

一
人
中
原
の
兼
光
に
と

っ
て
、
実
盛
が
な
ぜ

「古
同
僚

（国
会
図
書
館
蔵
長
門
本
は
仮
名
表
記

。
ふ
る
と
う
れ

い
、
源
平
盛
衰
記
蓬
左
文
庫
本
は
振
り
仮
名

ｏ
イ
ニ
シ
ヘ
ド
ウ
リ
ヤ
ウ
こ

で
あ

っ
た
か
。



「同
僚
」
は
延
慶
本
の
場
合
、
渡
辺
党
の

コ
肌
ノ
滝
口
」
に
、
地
の
文
と
競
の
言
葉
と
に
三
度
使
わ
れ
、
ま
た

「宇
治
川
先
陣
」
の
梶

原
景
時
の
言
葉
に
二
回
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
共
通
の
主
に
仕
え
る
武
者
仲
間
の
関
係
を
意
味
し
て
い
る
。
実
盛
の
主
が
平
家
で
あ

っ
た
ろ

う
こ
と
は
動
か
な
い
と
し
て
、
兼
光
に
平
家
従
属
時
代
を
ど
の
よ
う
に
想
定
す
べ
き
か
は
難
し
い
が
、
そ
の
父
兼
遠
が
、
義
仲
養
育
の
疑

念
を
受
け
て
平
家
か
ら
呼
び
立
て
を
受
け
て
都
に
出
頭
す
る
場
面
が
あ
る
か
ら
、
父
子
と
も
に
表
向
き
の
立
場
は
平
家
従
属
の
、
こ
こ
で

言
う

「古
同
僚
」
に
当
た
る
の
で
あ
ろ
う
。
或
い
は
ま
た
延
慶
本
が
示
唆
す
る
も
う

一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
義
仲
没
後
の

「樋
口
次

郎
降
人
卜
成
ル
事
」
（第
五
本
十
）
に
、
兼
光
を
包
囲
し
た
坂
東
武
者

「児
玉
党
」
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
た
次
の
言
葉
、

「樋
ロ
ハ
児
玉
党
ノ
聟

（原
本

「声
」
、
誤
字
訂
正
）
ニ
テ
有
リ
ケ
レ
バ
、
ヤ
、
殿
、
樋
口
殿
。
人
ノ
一
家
ヒ
ロ
キ
中
へ
入
ル
ト
云
フ
ハ
、
カ
カ
ル
時

ノ
為
也
。
軍
ヲ
バ
ト
ド
メ
給
へ
。
和
殿
ヲ
バ
御
曹
司
二
申
シ
テ
助
ケ
ウ
ズ
ル
ゾ
」

が
参
考
に
な
る
。
樋
口
を
こ
こ
に

「児
玉
党
ノ
聟
」
と
呼
ぶ
。
ヨ

家
ヒ
ロ
キ
中
」
と
い
う
通
り
、
武
蔵
七
党
の
中
に
あ

っ
て
も
最
大
を

誇
る
大
豪
族
で
、
樋
口
兼
光
が
そ
の
内
の
何
者
の
子
女
と
縁
組
し
て
い
た
か
は
解
明
で
き
な
い
が
、
こ
の
呼
び
掛
け
を
前
提
と
す
る
と
、

義
仲
が

「古
同
僚
」
と
呼
ん
だ
の
は
、
乳
兄
弟
兼
光
の
婚
姻
関
係
を
踏
ま
え
る
坂
東
と
の
関
係
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
の
物
語
に
延
慶
本
は
二
つ
の
著
述
記
事
を
付
加
す
る
。　
一
つ
は
兼
光
の
回
想
に
出
る
実
盛
の
言
葉
の
締
め
く
く
り
に
置
か
れ
る
俊
成

の
和
歌
、

沢
ニ
ヲ
ウ
ル
若
菜
ナ
ラ
ネ
ド
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
歳
ヲ
積
ム
ニ
モ
袖
ハ
濡
レ
ケ
リ

で
あ
る
。
「
小
野
小
町
ガ
老
苦

ノ
歌
」
と
し
て
援
用
す
る
。
実
盛

の
言
葉
を
復
元
し
て
伝
え

る
の
は

「古
同
僚
」
樋

口
次
郎
兼
光
で
あ
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六

る
。
実
盛
の

「老

い
」
の
述
懐
の
言
葉
に
、
出
典
と
す
る

『長
秋
詠
藻
』
俊
成
の
和
歌
を
、
小
野
小
町
と
語

っ
て
引
用
す
る
と
い
う
の

は
、
真
性
の
実
盛
言
葉
伝
承
と
は
考
え
が
た
い
。
「老
苦
」
の
評
語
が
こ
の
和
歌
に
当
て
は
ま
る
か
否
か
は
間
わ
な
い
と
し
て
、
延
慶
本

の
こ
の
場
面
の
構
成
者
は
、
実
盛
の
心
境
を
こ
の
評
語
に
託
し
た
の
で
あ
る
。

首
洗
い
に
続
け
て
、
作
者
は
、

彼
ノ
商
山
ノ
四
皓
ハ
、
頭
上
二
霜
ヲ
戴
キ
、
速
ヤ
カ
ニ
高
山
ノ
奥
二
隠
レ
、
此
ノ
斉
藤
別
当
ハ
、
白
髪
二
墨
ヲ
塗
リ
テ
、
永
ク
冥
途
ノ
旅
二
赴
ク
。

彼
賢
才
能
潔
ナ
ル
ガ
故
ナ
リ
。
此
ハ
武
勇
ノ
至
リ
テ
甲
ナ
ル
ガ
故
也
。
昔
ノ
許
由
ハ
耳
ヲ
洗
ヒ
テ
名
ヲ
後
代
二
流
ス
。
今
ノ
実
盛
ハ
髪
ヲ
濯
ギ
テ
涙

ヲ
万
人
二
催
ス
。

の
著
述
部
を
編
み
込
む
。
そ
の
姿
を

「商
山
四
皓
」
、
即
ち
商
山
隠
士

（東
園
公

・
綺
里
季
。
夏
黄
公

・
ろ
く
里
先
生
）
の

「家
眉
皓
白
」
の

老
人
に
対
照
さ
せ
て
、
「白
髪

二
墨
ヲ
塗
リ
テ
」
と
描
写
し
て
、
「永
ク
冥
途
ノ
旅

二
赴
ク
」
と
叙
す
。
「此

ハ
武
勇
ノ
至
リ
テ
甲
ナ
ル
ガ

故
也
」
と
讃
え
ｏ
、
併
せ
て

「今
ノ
実
盛

ハ
髪
ヲ
濯
ギ
テ
涙
ヲ
万
人
二
催
ス
」
と
、
そ
の
心
意
気
に
共
感
の
涙
を
添
え
る
。
な
お
、
延
慶

本
は
こ
の

「商
山
の
四
皓
」
を
隠
徳
の
理
想
と
捉
え
て
い
る
こ
と
は
、
清
盛
に
よ
る
後
白
河
院
鳥
羽
殿
幽
閉
の
事
態
を
聞
く

「古
キ
人
」

殿
上
人

（宰
相
成
頼

・
民
部
卿
親
範

・
左
大
弁
宰
相
俊
経
）
等
の
隠
棲
を

「商
山
ノ
四
皓
、
竹
林
ノ
七
賢
」
に
準
え
、
遠
藤
武
者
盛
遠
入
道
の

山
岳
修
行
を

「彼
ノ
商
山
ノ
翁
」
に
類
比
し
て
叙
し
、
そ
の

「勧
進
帳
」
で
も
自
ら
を

「商
山
洞
ノ
苔
ヲ
敷
キ
」
と
語
ら
せ
、
或
い
は
ま

た
惟
盛
高
野
詣
で
に
お
け
る

「滝
日
入
道
の
庵
室
」
描
写
で
も
、
「
四
皓
ガ
住
ミ
シ
商
山
、
秦
ノ
七
賢
ガ
竹
林
モ
、
カ
ク
ヤ
ア
リ
ケ
ム
」

と
叙
述
す
る
。
「老
い
」
を
迎
え
た

「賢
才
能
潔
」
の
身
の
処
し
方
の
理
想
を
彼
ら
に
託
し
、
同
じ
く

「老
い
」
を
自
覚
し
た

「甲
ノ
者
」

の
英
傑
の
理
想
を
実
盛
に
見
る
。

な
お
、
場
面
の
前
半
は
対
戦
し
た
信
濃
国
諏
訪
郡
住
人

・
手
塚
太
郎
金
刺
光
盛
の
報
告
で
、
そ
の
文
言
に
は
、
「
エ
ゴ

ヘ
ヲ
出
シ
テ
引



ク
ニ
、
鐙
ヲ
コ
シ
テ
先
二
落
チ
ニ
ケ
リ
」
の

「
エ
ゴ
エ
」
、
「西
国
サ
マ
ノ
御
家
カ
ト
思
ヒ
候
ヘ
バ
、
音
ハ
坂
東
音
ニ
テ
候
ヒ
ツ
」
の

「坂

東
音
」
は
、
と
も
に
延
慶
本
の
中
で
孤
例
の
表
現
で
、
後
半
の
義
仲
等
の
眼
前
に
展
開
す
る
首
検
証
の
場
面
で
も
、
義
仲
の
文
言
の
、

「
ヲ
サ
ナ
メ

（幼
目
と

「
シ
ラ
ガ
カ
ス
ヲ

（白
髪
糟
尾
と
、
樋
口
次
郎
兼
光
の
文
言
の

「老
武
者
」
、
叙
述
文
の

「
シ
ラ
ガ
フ
ウ
キ

（白
髪
吹

雪
）」
は
い
ず
れ
も
こ
の
テ
キ
ス
ト
内
に
は
用
例
の
な
い
表
現
で
、
物
語
本
体
の
伝
承
性
の
一
つ
の
左
証
で
あ
ろ
う
。

四
　
義
仲
と
実
盛

の
接
点

最
後
に
、
義
仲
の

「
一
年
、
義
仲
ヲ
サ
ナ
メ

（幼
目
）
二
見
シ
カ
バ
」
を
考
え
る
。
義
仲
が
二
歳
の
年
に
母
親
に
抱
か
れ
て
木
曽
へ
越

え
た
こ
と
は
延
慶
本
の
設
定
で
あ
る
。
こ
の
時
の
記
憶
で
は
あ
り
得
な
い
。
こ
れ
よ
り

「
ヲ
サ
ナ
メ

（幼
目
こ

と
い
い
得
る
少
年
期
ま

で
は
基
本
的
に
は
木
曽
育
ち
で
あ
る
。
元
服
後
の
青
年
期
に
東
信
濃
は
根
井
の
元
に
移
籍
さ
れ
た
こ
と
も
こ
の
物
語
の
設
定
で
あ
る
が
、

幼
目
と
い
う
表
現
の
年
齢
を
超
え
る
で
あ
ろ
う
。
実
盛
は
武
蔵
国
か
ら
東
山
道
を
往
来
し
て
都
の
平
家
に
出
仕
し
、
道
中
木
曽
路
で
は
中

原
兼
遠
に

一
言
の
挨
拶
が
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
の
頃
の
記
憶
で
で
も
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
既
に
引
い
た

『吾
妻
鏡
』
で
、
東
海
道
を
往
復

す
る
実
盛
は
確
認
で
き
る
が
、
東
山
道
往
復
に
つ
い
て
は
裏
付
け
は
取
れ
な
い
。

他
方
、
実
盛
が
手
塚
太
郎
光
盛
と
向
き
合
っ
た
と
き
、
召
ハ首
ヲ
打
チ
テ
源
氏
ノ
見
参
二
入
レ
ヨ
。
木
曽
殿
ハ
御
覧
ジ
知
リ
タ
ル
ラ
ン
」

と
言
い
残
し
て
も
い
る
。
実
盛
は
光
盛
相
手
に
義
仲
を

「木
曽
殿
」
と
呼
ぶ
。　
一
つ
の
物
語
中
の
出
来
事
で
あ
る
か
ら
、
当
然
と
い
え
ば

当
然
で
あ
る
が
、
義
仲
の
側
か
ら
も
実
盛
側
か
ら
も
両
者
は
既
知
の
関
係
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
符
合
し
て
い
る
。

源
平
盛
衰
記
は
両
者
の
関
係
を
大
胆
に
作
り
替
え
る
。
後
世

『盛
衰
記
』
に
よ
る
両
者
の
関
係
伝
承
が
流
布
す
る
の
で
、
そ
の
趣
向
に

目
を
通
し
て
お
く
。
次
の
言
葉
は
首
洗
い
後
の
義
仲
の
述
懐
で
あ
る
。

義
仲
北
陸
篇
七
章
の
考
察

一
七
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八

木
曽
宣
ひ
け
る
は
、
「親
父
帯
刀
先
生
を
ば
悪
源
太
義
平
が
討
た
り
け
る
時
、
義
仲
は
二
歳
に
成
り
け
る
を
、
畠
山
に
仰
せ
て
、
『尋
ね
出
し
て
、
必

ず
失
へ
』
と
伝
へ
た
り
け
る
に
、
『如
何
が
稚
き
者
に
刀
を
立
て
ん
』
と
て
、
我
は
知
ら
ざ
る
由
に
て
、
情
け
深
く
、
此
の
斎
藤
別
当
が
許
へ
遣
し

て

『養
へ
』
と
云
ひ
け
れ
ば
、
請
け
取
り
養
は
ん
と
し
け
る
が
、
七
箇
日
置
き
て
、
『東
国
は
皆
源
氏
の
家
人
也
。
我
人
に
憑
ま
れ
て
此
児
を
養
ひ

立
て
ざ
ら
ん
も
人
な
ら
ず
。
育
ひ
お
か
ん
も
あ
た
り
い
ぶ
せ
し
』
と
案
じ
な
し
て
、
本
曽
へ
遣
は
じ
け
る
志
、
偏
に
真
盛
が
恩
に
あ
り
。　
一
樹
の

蔭
、　
一
河
の
流
れ
と
云
ふ
た
め
し
も
有
る
な
れ
ば
、
真
盛
も
義
仲
が
為
に
は
七
箇
日
の
養
父
、
危
ふ
き
敵
中
を
計
ら
ひ
出
し
け
る
其
の
志
、
争
か
忘

る
べ
き
な
れ
ば
、
此
の
首
よ
く
孝
養
せ
よ
」
と
て
、
さ
め
ざ
め
と
泣
き
け
れ
ば
、
兵
共
も
各
袖
を
絞
り
け
り
。

（巻
第
三
十

「真
盛
討
た
る
、
付
け
た
り
朱
買
臣
、
錦
の
袴
、
並
び
に
新
豊
県
翁
の
事
）

乳
幼
児
期

の
信
濃
逃
避

の
帯
助
者
と
し
て
実
盛
を
設
定
し
て
い
る
。
出
来
事

の
経
緯
は
必
ず
し
も
明
確
と
は

い
え
な

い
が
、
大
蔵
館
か

ら
消
え
た
義
仲
の
探
索
を
命
じ
ら
れ
た
畠
山
重
能
が
、
温
情
か
ら
義
仲
を
実
盛

の
手
に
預
け
、
預
か

っ
た
実
盛
は
七
日
間
の
養
育

の
果
て

に
中
原
兼
遠
に
託
し
た
と

い
う
。
実
盛
を
七
日
間
の
養
父
に
し
て
命

の
恩
人
と
し
て
登
場
さ
せ
る
。
坂
東

の
十
賢
人
と
も
評
さ
る
べ
き
畠

山
重
能
を
介
在
さ
せ
る
な
ど
、
こ
の
設
定
も
か
な
り
手

の
込
ん
だ
仕
組
み
で
あ
る
。
時
代
状
況
に
無
理

の
あ
る
こ
と
は
、
実
盛

の
い
う

「東
国
は
皆
源
氏
の
家
人
也
」
に
顕
著
で
、
悪
源
太
義
平
が
叔
父
義
賢
を
襲

っ
た
段
階
は
と
て
も
そ
う
は
言
え
な

い
。
畠
山

の
登
用
も
時

代
状
況
に
あ
わ
な

い
。
延
慶
本
の

「幼
目
」

の
表
現
の
背
景

に
、
『
源
平
盛
衰
記
』

の

「七
日
間
匿

い
」
と

い
う
伝
承
が
作
用
し
て
い
な

か

っ
た
と
は
言

い
切
れ
な

い
。
畠
山
と
実
盛

の
周
辺
に
は
、
義
仲
信
濃
逃
避
を
巡

っ
て
、
比
較
的
早
く
か
ら
、
そ
の
討
助
者
伝
承
が
形
成

さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
せ
る
こ
れ
は

一
つ
の
痕
跡
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
う
で
あ

っ
た
と
し
て
も

「幼
目
」

の
成
り
立

つ
年
齢
で
は
な

い
。

こ
う
し
て

「老

い
武
者
」

の
述
懐
条
件
は
整
備
さ
れ
、
義
仲

の

「幼
目
」

の
記
憶

「白
髪
糟
尾
」
か
ら
、
「古
同
僚
」
兼
光
に
よ
る
実

盛
言
葉
伝
承
の
復
元
を
経

て
、
衆
人
環
視

の
中
で
の

「首
洗

い
」

の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
「白
髪
吹
雪
」

の
現
出
と

い
う
、　
一
連

の

「老

苦
」
実
盛

の
物
語
は
そ

の
状
況
設
定
を
整
え
、
義
仲
北
陸
篇
七
章

の
末
尾
を
飾
る
に
相
応
し
い
、
義
仲
三
十
年

の
生
涯
を
圧
縮
す
る
に
足



る
情
実
溢
れ
る
物
語
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

「長
門
本
」
も
こ
の
部
分
は

「越
後
国
」
で
、
『源
平
盛
衰
記
』
は
そ
の
誤
り
を
正
し
て

「越
前
国
」
に
改
め
る
。

浅
香
年
木
著

『治
承

・
寿
永
の
内
乱
論
序
説
』
（北
陸
の
古
代
と
中
世
２
）
（法
政
大
学
出
版
局
、　
一
九
八

一
年

一
二
月
）

一
七
〇
頁
に
も
、

「横
田
河
原
の
合
戦
の
直
後
に
、
北
陸
道
南
西
部
の
在
地
領
主
群
や
白
山
宮
の
衆
徒

・
堂
衆

。
神
人
集
団
が
、　
一
斉
に
義
仲
に
従
っ
た
と
は
考

え
が
た
い
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。

浅
香
年
木
著

『古
代
地
域
史
の
研
究
』
（北
陸
の
古
代
と
中
世
１
）
（法
政
大
学
出
版
局
、　
一
九
七
八
年
三
月
）
『中
世
北
陸
の
社
会
と
信
仰
』

（北
陸
の
古
代
と
中
世
３
）
（同
、　
一
九
八
八
年
四
月
）

奈
良
原
春
作
著

『斎
藤
別
当
実
盛
伝
―
源
平
の
相
剋
に
生
き
た
悲
運
の
武
者
』
（さ
き
た
ま
出
版
会
、　
一
九
八
三
年
五
月
）

火
打
合
戦
に
つ
い
て
は
既
発
表
の
、
武
久
堅

「延
慶
本
平
家
物
語
の

「火
打
城
合
戦
―

「厳
島
明
神
の
託
宣
」
と

「平
家
衰
亡
の
予
言
」
と
―
」

亀
人
文
論
究
』
五
四
巻
四
号
、
二
〇
〇
五
年
二
月
）
が
あ
る
。

延
慶
本
の
表
記
に
従
い

「斉
藤
」
の
文
字
を
用
い
る
。

「此
ハ
武
勇
ノ
至
リ
テ
甲
ナ
ル
ガ
故
也
」
の
評
語
に
つ
い
て
は
、
笹
川
祥
生
氏
の
論
文

「
「剛
の
者
」
の
行
方
」
、
に

「理
想
の
武
人
」
と
し
て

平
家
物
語

。
保
元
物
語

・
平
治
物
語
に
お
け
る
用
例
の
系
譜
の
把
握
が
あ
り
、
そ
の
意
味
付
け
、
解
釈
の
参
考
と
な
る
。
（武
久
堅
監
修

『中

世
軍
記
の
展
望
台
』
所
収
、
二
〇
〇
六
年
七
月
、
和
泉
書
院
）

（た
け
ひ
さ
　
つ
よ
し

・
関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

言主
(2)(1)(7)(6)  (5)(4)

義
仲
北
陸
篇
七
章
の
考
察

一
九




